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オオルリの建造物への営巣例

沼沢篤’・薄井英司’・溝口俊夫’

１．はじめに

オオルリＣｙα"opt"αｃｙα"omejα"αは，低山帯及び亜高山帯下部を主な生息場とするヒタキ科

の野鳥であり，崖，石崖，土手,樹洞などに営巣し，ときには，家屋の軒端にも営巣する（清棲1966)．

しかし，建造物への営巣に関して，基礎データを示した報告例は見当たらない．

私達は，1988年「福島県県民の森」地内（安達太良山系前ケ岳山麗，海抜約700メートル）のキャ

ンプ場の建造物（屋外トイレ４棟及び森林学習展示館１棟）に合計５巣の造巣を記録したので報告す

る．なお，本報では，巣が繁殖に使用されなかった場合は，単に「造巣」として「営巣」とは区別し

た．

２．経過

'987年７月，福島県県民の森キャンプ場内第１屋外トイレの配電盤に造巣（繁殖未確認)．

1988年４月29日，オオルリ雄初認．

1988年６月17日，キャンプ場内でオオルリ１番いの鳴き合いを確認．

1988年７月１日，前年と同じ，第１トイレ窓枠に営巣していることを確認．同日，第１卵産卵．

1988年７月４日，第４卵産卵．抱卵開始．

1988年７月17日，４卵ともふ化育雛開始．

1988年７月29日，巣は空になっていた．巣立ち未確認．この間に，他の４巣を発見したが，いずれも

繁殖には使われなかった．

1988年８月９日，オオルリ雄終認．

３．各巣の位澄

1988年に造巣された５巣のキャンプ場における位置及び利用された建造物の部位とその方位を図l

に示した．造巣された各建造物の相互間の距離はいずれも，lOoメートル以上であった．利用された

部位は，窓枠が３か所と最も多く，他は，配電盤１か所，鉄骨１か所であった．利用された部位の建

造物における方位については，特に傾向はなかった．各巣の計測結果は表ｌに示した．

４．考察

キャンプ場内の建造物という，人間がよく出入りする場所に，営巣または造巣したことは，深山の

渓谷の烏というイメージを破る．この記録は，周辺に適当な崖地などがないためにやむを得ず建造物

を利用した例外的なものだとしても，今後，人工巣を利用する可能性を示唆している．各巣間の距離

は１００メートル以上であり，他個体の関与を否定できないが，もし１つがいによってこれらの５巣が

造巣されたものならば，相当広いテリトリーを占めたことになる．その場合，１巣のみの営巣である

ので他の４巣はダミーであろうか．造巣部位の方位には，特にはっきりした傾向はなかったが，いず

れも上部を樹木が覆ったり，ひさしがせりだしたりしている，うす暗い場所であった．このことは，

暗い場所では，雄個体背部の青色は，黒に近い暗青色となり，極めて目立たなくなることと関係があ

ろう．
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図１．福島県民の森キャンプ場に造巣したオオルリの各巣の位置，利用部位及びその方位
Fig.1．ＴｈｅlocationofthenestingsitesofCyα凡opt"αcyα"omeja凡aatthe

campgroundofFukushimaprefecturalforestpark．

表１．各巣の計測結果

Table､1．Measurementoffivenests．
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FivenestsofBlue-andwhiteflycatchersCya凡OPZjjacya凡omejα"αwererecordedonthe

buildingsatthecampgroundofFukushimapreiもcturalforestparkinJulyl988・Ofthese，

ｏｎｌｙｏｎｅｎｅｓｔｗａｓｕｓｅｄ、Theclutchsizewasfour・Ｉｆａｌｌｏｆｔｈｅｓｅｎｅｓｔｓｗｅｒｅｍａｄｅｂｙｏｎｌy

onepairItheotherfournestsshoulｄｂｅｃｏnsidereddummies、However，ｗｅｃｏｕｌｄｎｏｔｅｘ－

ｃｌｕｄｅｔｈｅｐｏssibilityoftheexistenceofotherindividuals，forthedistancebetweenthese

nestswasoverlOOmeters・Althoughthisisararecaseprobablyduetothelackofproper

nestsites，itsuggeststhepossibilitythatthisspeciesmightuseanartificialnest、

１.Fukushimaprefbcturalforestpark,Maegatake,Tamanoi,Otama-mura,Adachi‐

gun，Fukushima,９６９－１１．

1988年９月26日受理


